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ＴＡに対応するため、ＦＴＡ締結の方針や戦略を策定する ともに、交渉体制を整備する必要に迫られた。政府は、ＦＴＡを推進する目的や意義、交 相手国の選択基準などを決定し、ＦＴＡを専門 取り扱う省庁横断的な委員会、全体および分野別の交渉グループなど新たな組織 設置している。また公聴会の実施や議会における審議など、国民の幅広い声を取り入れる手段として新たな制度を設けた国もある。
ＦＴＡの交渉過程において、各国
の政治家、官庁テクノクラート 議会、経済団体や業界団体、市民団体など、各アクターの相互関係はどうなっているか。各アクターは自由化
圧力や経済構造の変化にいかに対応し、どのような過程を経て政策が決定されていったのか。各国の業界団体や市民団体などの利害関係者は、政策決 過程において、意見表明や政策策定に携わる機会があったのか。ＦＴＡ交渉を事例にして、各国の政治、行 機構、経済界や産業構造がどのような変革を迫られ いかに対応したかを分析することにより、各国政治経済の制度的枠組 政策決定過程の特徴を明らかに が、本書の目的である。
本書では各論として、アジアの韓





交渉相手国において大臣あるいは官僚のいずれが交渉の主導権を握るかは国により違ってい 。マレーシアでは閣 が強力なリーダーシップ発揮しているのに対し（第四章） 、タイでは官僚が準備した方針を閣僚が追認していた（第二章） 。またフィリピンの官僚 、企業から圧力を受けな らも、今回のＥＰＡ交渉では産業振興も念頭に置いていた（第三章） 。メキシコやチリでは、政府交渉団が業界団体と緊密な連携を取りながら交渉を進める点に特徴がある（第六、七章） 。
ＦＴＡ先進国のメキシコでは、国
内で期待されたほどの経済効果は出ておらず、今後は産業競争力を重視する姿勢を見せている。こ 競争力の強化こそが、日本 ＥＰＡ交渉で重視してきた産業分野の経済協力の大きな柱であった。各章では、ＦＴＡの交渉戦術とともに、産業振興の観点からＦＴＡ交渉がどのように評価される かについ も考察している。
本書が、ＦＴＡ締結相手国の政治
や経済の理解を深めるとともに、日本のＦＴＡ政策についても関心を増すことにお役に立てればと願っている。
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